24時制の時代来らん by unknown
Title24時制の時代來らん
Author(s)




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
290　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天界　　158
　　　　　　　　　　　24時制の時代來らん
　時刻のし午前■やし午後］の匪別を慶止して，一日24時間を績けさまに呼
ぶ『24時制」は，西暦1884年，米山ワシントン市で全世界25ケ國の天文家
が集って會議した時に（日本は参加せす），
　　（1）　日附けの攣り目を正午でなく，夜話にすること．
　　（2）24時制を用みること
の二つを決議して以來の問題である・日附けを夜鳥にすることは，去る1925
年頃から天文家の方でも探試することになった．24時制は隊洲大陸で漸次用
ゐられるやうになったが，今尚ほ英米二國では之れを用みてみなV・（日本も
其の通り）．ところが，英國では1919年に内務省（Home　Ogl’ice＞にSt・）nehaven
Committeeなる委員曾が組織されて，此の24時制が推奨されたが，未だ實行
の法令が出るまでには至らなかった．
　近年，1931－1932一年に，英國の多くの鐵道會肚が24時制に賛成の西明を
したが，1932年，英國貴族院でEarl　of　Lucallといふ人が，内務省の代表と
して立ち，L民衆一般は時制の攣更を希望せす「（the　public　has　nし，t　showll　that
it　wants　the　challge）と護表したことがある．ところが，咋1933年置12月7日
に英國貴族院でLord　Newtonが立って，　Stonehaven　Committeeの決議を實
行ずるやうに提議した，それ以來，いよV・よ英國の上下でも此の問題につい
て深い注意を彿ふやうになり，今1934年1月31日の大英天文協會の例會では
此の24時制探用に贅成の意を表した・其の他，グリニチ天文二二i・1．Spencer
Jones’陣＝1：や，　τコ　1ヤルヲ（文肇二品　F．　J．　M．　snatto1／†車＝L：も，　止ヒar）案に二成
の旨獲表してみる．從って，保守的といはれる英國でさへ愈々24時制を用み
るのは，もはや疑ひ無いこととなった．すると，回るは日本と米國とだけ，
之れも早晩萱成せざるを得なくなるだろう．
